
     講義＆美味しいお食事もお楽しみ♡ 

 

 

松浦章博と一緒に行く 

ジョルジュ・ルオー展 
 

■日時    2009 年 11 月 8 日（日曜日）  11：15～16：00 

   ■集合    ★AM11：15 後楽園ホテル 1階ロビー （ランチ）  
                    札幌市中央区大通西８丁目 TEL011-261-0111 

   ■道立近代美術館にて ルオー展 鑑賞  PM 1：１５～PM ４：００ 
札幌市中央区北 1条西 17 丁目 （東西線西 18 丁目駅 4番出口徒歩 5分） 

 鑑賞の前にジョルジュ・ルオーについての講義を予定しています。 

■参加費   おひとり様￥6000 小学生￥5000 チケット、講義代、昼食代  

 ■持ち物   スケッチブック（小さめの物）・色鉛筆 ・鉛筆・（おやつ可） 

※お荷物は少なめにお願いします。 

札幌にジョルジュ・ルオー展がやってきます。 

ルオーは FAM 美術研究所の基本カリキュラムの中に取り上げられている最高の画家の一人です。 

この展覧会では、世界でも最大の規模を誇る出光美術館のコレクションの中から、 

代表作『受難（パッション）』や版画集『ミセレーレ』をはじめ 

約 170 点の作品によって、ルオーの魅力の全貌を見ることができます。 

この機会を逃さず、ぜひご一緒に鑑賞しましょう。 

 

ジョルジュ・ルオー（1871～1958）  20 世紀を代表するフランスの巨匠。指物職人の子としてパリに生まれる。 

14 歳でステンドグラス職人に弟子入りし、夜学で美術を学ぶ。官立美術学校のエコール・デ・ボザールに入学し 

生涯にわたる最良の師ギュスターブ・モローに師事。ルオーは、マティスらと同期だったこともあり、フォーヴィスムの画家に 

分類されることが多いが、ルオー本人は「画壇」や「流派」とは一線を画し、ひたすら自己の芸術を追求した孤高の画家であった。 

特に晩年の色彩の輝きに溢れた作品は心のやすらぎを感じさせる素晴らしいルオーの世界である。  

 

・ルオー展鑑賞の前に、後楽園ホテルでお食事会をいたします。（人数により変更することもあります。） 

・先着 1０名様です。お早めにどうぞ。 

・あいの里教室に集合の方は送迎が可能です。（集合 AM10：20）定員がございますのでお申込み時にお申し出ください。 

・小学校 4年生からお一人で参加できます。小 3以下のお子様は保護者同伴でご参加下さい。 

・現地 16：00 解散です。（あいの里解散 17：00 交通事情などで遅れる場合がございます。）  

お申込・お問合わせ 

 ＦＡＭ美術研究所 TEL（011）778-6285 

 


